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15 3版 2013年（平成25年）2月1日（金曜日） 夕 子IJ 全壱号
ロ自

,—•9 , 
-E- 奉斤 晒 （第3蘊爾便 物 認 可 ）

藤原長作 し 方正

上 • ~ • 士ダる＊
黒竜江省方正県に立つ、日本人入植者の共同墓地。 1月上旬、気温は氷点下20度を下回リ、一面の銀世界だった

稲
作
で
B
中
の
懸
け
橋

璽藤原長作岩手県沢
内村（現・西和只町）

生まれ。青年時代から寒
冷地での稲作に取り組
み、 1955年、農水省など
から「米作日本一」に表
彰される。 80年、農業視
察団の一員として中国黒
竜江省方正瞑を訪問した
のをきっかけに、現地で
稲作技術を指導。 10年に
わたる功績をたたえら
れ、 90年には中国政府か
ら「国際協力賞」を授与
された。

1912~1998 

中
国
の
「
氷
都
」
と
呼

ば
れ
る
黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ

b
鷹

ン
か
ら
東
に
約
2
0
0岱
の
方
正
。
一

面
に
広
が
る
雪
原
は
秋
に
な
れ
ば
、
黄
'

金
色
の
稲
穂
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。
中

国
で
「
水
稲
王
」
と
呼
ば
れ
た
藤
原
長

作
宣
が
、

1
9
8
0年
代
に
稲
作
技
術

を
伝
え
た
こ
の
地
は
今
、
「
中
国
で
最

も
う
ま
い
コ
メ
の
産
地
」
と
知
ら
れ
る
。

街
中
で
は
、
多
く
の
商
店
の
看
板
に

中
国
語
に
加
え
て
日
本
語
の
店
名
が
併

記
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
時
、
日
本
人
入
植

者
約
5
0
0
0人
が
こ
の
地
で
非
業
の

死
を
遂
げ
た
。
生
き
残
っ
た
子
供
ら
約

4
0
0
0人
が
戦
後
も
残
留
し
た
こ
と

も
あ
り
、
人
口
約
26万
の
半
数
近
く
が

日
本
で
の
就
労
経
験
な
ど
、
日
本
と
何

ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
つ
と
さ
れ
る
。

水
田
地
帯
の
た
だ
中
に
、
「
中
日
友

好
園
林
」
と
名
付
け
ら
れ
た
公
園
が
あ

る
。
日
本
人
入
植
者
の
共
同
墓
地
、
残

留
孤
児
と
呼
ば
れ
る
入
植
者
の
子
供
を

引
き
取
っ
た
養
父
母
を
顕
彰
す
る
石
碑

の
隣
に
藤
原
の
功
績
を
た
た
え
る
記
念

碑
が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
た
。

藤
原
は
80年
6
月
、
日
中
友
好
協
会

が
組
織
し
た
農
業
視
察
団
の

一
員
と
し

i
贔

て
初
め
て
方
正
を
訪
問
し
た
際
、
地
元

政
府
と
の
座
談
会
で
突
然
、
技
術
指
導

を
申
し
出
た
。
真
意
を
図
り
か
ね
る
相

手
に
、
藤
原
は
こ
う
続
け
た
。
「
報
酬

は
い
ら
な
い
。
日
中
友
好
の
懸
け
橋
と

し
て
、
実
際
の
行
動
で
中
国
人
民
へ
の

し
ょ
く
罪
と
し
た
い
」
。
こ
の

決
意
表
明
に
、
日
中
双
方
か
ら

感
動
の
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
。

夏
が
短
い
寒
冷
地
の
方
正
で

は
当
時
、
モ
ミ
の
直
ま
き
な
ど

の
稲
作
が
小
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
程

度
だ
っ
た
。
し
か
し
、
宕
手
県
の
寒
村

で
コ
メ
作
り
に
取
り
組
ん
だ
藤
原
は

「
故
郷
と
似
た
気
候
」
と
み
て
、
岩
手

で
確
立
し
た
寒
冷
地
の
栽
培
法
を
持
ち

込
ん
だ
。

81年
の
こ
と
だ
。
畑
地
で
育

苗
し
、
大
き
な
間
隔
で
苗
を
植
え
る
と

い
う
手
法
だ
っ
た
。

70歳
近
く
に
も
な
っ
て
、
自
ら
田
に

下
り
、
土
を
味
見
し
な
が
ら
肥
料
な
ど

を
調
整
す
る
姿
に
地
元
農
民
は
奇
異
の

目
を
向
け
た
。
し
か
し
、
数
年
の
う
ち

に
「
藤
原
式
」
の
稲
作
は
方
正
だ
け
で

な
く
黒
竜
江
省
全
体
へ
広
ま
っ
た
。
藤

原
の
指
導
の
た
め
の
訪
中
は
計
6
回
に

及
ん
だ
。

田
村
充
）

方
正
の
郷
土
史
研
究
家
、
郭
相
声
さ

ん
(62)は
昨
年
末
、
藤
原
の
足
跡
を
詳

細
に
記
録
し
た
「
方
正
の
藤
原
長
作
先

生
」
を
共
著
で
出
版
し
た
。
尖
閣
諸
島

問
題
で
日
中
関
係
の
緊
張
が
高
ま
っ
た

時
期
と
あ
っ
て
出
版
社
探
し
に
苦
労
し

た
が
、
郭
さ
ん
は
「
藤
原
氏
は
民
間
の

専
門
家
と
し
て
指
導
に
尽
力
し
た
。
我

々
も
民
間
研
究
者
と
し
て
そ
の
業
績
を

伝
え
る
義
務
が
あ
る
」
と
語
る
。
東
日

本
大
震
災
の
見
舞
い
も
兼
ね
、
今
年
は

藤
原
の
故
郷
を
訪
問
し
た
い
と
い
う
。

沢
内
村
は
80年
代
、
方
正
か
ら
農
業

研
修
生
を
受
け
入
れ
、
村
の
男
性
に
嫁

い
で
定
住
し
た
女
性
も
複
数
い
る
。

73

593年
に
沢
内
村
村
長
を
務
め
た
太
田

祖
霜
さ
ん

(91)は
「
長
作
さ
ん
の
縁
で
、

二
つ
の
農
村
は
今
も
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
語
る
。

藤
原
の
死
か
ら
4
年
後
の
2
0
0
2

年
、
関
係
者
の
手
で
遺
骨
の
一
部
が
方

正
の
日
本
人
墓
地
に
納
め
ら
れ
た
。
生

前
に
繰
り
返
し
て
い
た
「
方
正
に
骨
を

う
ず
め
た
い
」
と
の
願
い
は
か
な
い
、

自
ら
が
伝
え
た
稲
作
の
営
み
を
見
守
っ

て
い
る
。

（
文
竹
内
誠
一
郎
、
写
真

生
前
の
願
い
か
な
う 藤原長作の足跡を追った本を出

版した郷土史研究家の郭相声さ
ん（左、方正眼の自宅で）
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第5回近現代の歴史検証と北東アジアの未来を展望する一

一周恩来の国際主義的精神を噛みしめて一

ハルヒ°ン・方正、引揚の港・胡薦島と周恩来部穎超記念館を訪ねる

今回は、「周恩来の国際主義的精神を噛みしめて」というタイトルの下、方正日本人公墓、

731部隊罪証陳列館（残留孤児、中国人養父母に関する常設展）、残留日本人引き揚港の胡

臆島、天津では周恩来登闊穎超記念館を視察する。

日程 8月22日 （木） 成田発 (CA926) 1 5 : 1 5 

定員

北京着 1 8 : 1 0 

北京発 (CA1639) 2 0 : 2 5 

ハルピン着 2 2 : 2 0 

8月23日（金） ハルピン 午前 7 3 1部隊罪証陳列館にて残留日本人孤児

と中国養父母に関する常設展を視察

午後方正へ 方正県政府表敬訪問革命烈士記念碑

8月24日（土） 方正 日本語学校訪問と開拓団・残留孤児を研

究する現地の方と交流

方正及び麻山地区日本人公墓参拝

中国養父母公墓藤原長作翁の碑

8月25日（日） ハルピン 9 : 2 8発（鉄道） ～胡薩島へ14 : 1 5着

胡廣島視察 日本人が引揚げ船埠頭記念碑

引揚げ状況について中国側専門家から話を聞く

8月26日（月）胡薦島 山海関見学

午後 山海関：万里の長城の関門 天下第一関門

世界遺産の九門口水上 旧「満洲国」との国境の町

8月27日（火） 胡薦島北駅 1 0 : 2 3発天津13 : 5 7着

天津 周恩来鄭穎超記念館 古文化街

8月28日（水 天津 午前天津より北京は

北京 午後昼食

北京発 1 6 : 4 0 (CA421) 

成田着 2 1 : 0 0 

2 5名 （最少催行人員 1 5名）

費用 250,000円

申込み 7月20日まで。ご関心のある方は、詳細の日程、申込書などを送付します。

下記までにお問い合わせください。

主催：社団法人日中科学技術文化センター、方正友好交流の会

連絡先：大類善啓 T~-0411 FAX:03・3295-0400 

Email : ohrui@jcst.or.jp 
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ハルピン氷祭りの旅 (2014)

■日程
1月29日（水） 新潟空港ロビーに集合

空港発 (CZ616便）

0

5

 

0

1

 

••
•• 
0

2

 

1

1

 
ハルピン空港着 1 3 : 3 0 

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

3 0日（木） 氷祭り参観

松花江メイン会場、太陽島会場

兆麟公園会場

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

3 1日（金） 7 3 1部隊記念館見学

残留孤児養父母展示室訪問

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

2月 1日（土） ハルピン市内観光、買物

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

2日（日） ハルピン空港発 (CZ615便） 8: 0 5 

新潟空港着 1 1 : 1 5 

空港ロビーで解散

＊時間は現地時間、中国は日本の 1時間遅れ

■ 定員 1 5名
■ 会費 150, 000円（旅行保険代含む。なおシングルの宿泊ご希望の

方は差額 10, 500円プラス。集合、解散の新潟空港までの交

通費は含まれていません）

■ 申し込み 1月 10日までに下記奥村までお申し込みください。
■ 会費の払い込み 振込用紙をお送りしますので 1月 15日までに指定のロ

座へお振込みください。

方正友好交流の会・ハルヒ ン゚氷祭りツアー班

旅行の問い合わせ 奥村正雄

電話 043-272-9995 

FAX 043-272-0214 
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-公~~: -—~ぬ←，螂炉 ぺ｛ ：噂守四如玉炉r マー'

問いかけるもの
心沿ぶふゃ 心灼｝メ

「方正友好交流の会」へのお誘い―

中国ハルヒ°ン市郊外の方正県に、日本人公墓が建立されているのをご存知でしょうか。

1945年の敗戦のさなか、祖国を目指して逃げ惑った旧満洲の開拓団の人々は、難民、流浪

の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって多くの人々がこの方正の地で息

絶えました。それから数年、累々たる白骨の山を見た残留婦人が骨を拾い集めました。そ

して力を貸した中国人たちが集めた遺骨はおよそ五千体ともいわれています。

その人たちを祀るお墓が「方正地区日本人公墓」です。中国ではまだ日本の侵略に対す

る恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが同胞の死も、日本軍国主義

の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれ、公墓が建立されたのです。多くの日本人開拓

団員等が犠牲となった旧満洲で建立されている公墓はこの方正にあるものだけです。（黒龍

江省麻山地区でソ連軍の挟撃に遭い、四百数十名が集団自決した麻山事件の被害者たちの

公墓も 1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公墓の存在は、残念ながら一部の関係者にしか知られていませんでした。民族の憎

悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている公墓の存在を多くの

人々に知ってもらおう、そして維持管理の面でも日本が協力して活動していこうと設立し

たのが「方正友好交流の会」です。当会の前身は19 9 3年に設立され、 2005年6月

に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき「方正」に光を当てたいと活動しておりま

す。

個人会員ーロ 1,000円 団体・法人会員ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

坊匡友～交通豆釜 事務局（大類善啓）

101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日中科学技術文化センター内

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 E・mail: ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130----5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス ： h ttp:/www.houmasa.com/ 
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笑いに国境などない！

伝統話芸` 相`声’'の魅力

中
国
に
も
日
本
の
よ
う

な
漫
才
が
あ
る
と
い
っ
て

も
知
ら
な
い
人
が
多
い
だ

ろ
う
。
中
国
に
よ
ス
布
う

て
い
る
人
な
ら
「
相
声
」

と
言
わ
れ
る
漫
オ
の
よ
う

な
も
の
を
テ
レ
ビ
で
見
た

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

や
歴
史
、
現
状
を
知
る
人

は
相
当
少
な
い
は
ず
だ
。

本
書
は
そ
ん
な
中
国
の

漫
才
、
と
い
う
よ
り
も
落

語
で
あ
り
漫
談
で
あ
る
中

国
の
お
笑
い
の
話
芸
を
余

す
こ
と
な
く
紹
介
し
て
お

とばりはるお

戸張東夫 著

り
、
本
邦
初
と
言
っ
て
も

い
い
画
期
的
な
書
だ
。

著
者
は
読
売
新
聞
香
港

支
局
長
な
ど
を
歴
任
し
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
お
堅

い
政
治
だ
け

3

で
な
く
、
中

7
 
ス

国

・

台

満

・

。
`~ 
IJ

香
港
の
映
画

ク
一
[
-
や
大
衆
演
芸

修

じ

00

の
研
究
家
で

も
あ
る
著
者

大

あ

18

が
、
中
国
の
伝
統
話
芸
で

あ
る
「
相
声
」
の
魅
力
に

出
会
っ
た
の
は
香
港
に
駐

在
し
て
い
た
時
だ
。
落
語

や
漫
才
が
好
き
な
著
者

に
、
大
陸
か
ら
香
港
に
移

っ
て
き
た
中
国
人
の
友
人

が
、
中
国
で
も
相
声
と
い

う
お
笑
い
の
話
芸
が
あ
る

と
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。

本
書
に
は
、
侯
宝
林
と

い
う
当
代
一
の
相
声
芸
人

の
芸
と
、
彼
が
辿
っ
た
人

生
を
は
じ
め
、
中
国
有
数

の
お
笑
い
芸
人
た
ち
の
悲

喜
こ
も
ご
も
の
人
生
と
芸

こ
ま

が
濃
や
か
に
描
写
さ
れ
て

い
る
。驚
い
た
の
は
文
豪
・
老

舎
が
相
声
の
愛
好
家
だ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
自
ら
相

声
を
創
作
し
、
時
に
舞
台

に
も
立
っ
て
い
た
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
長

編
小
説
『
略
舵
祥
子
』
や

戯
曲
『
茶
館
』
な
ど
で
中

国
を
代
表
す
る
大
作
家
が

相
声
を
こ
よ
な
く
愛
し
て

い
た
。
本
書
の
第

2
章

〈
文
豪
老
舎
と
抗
戦
相

声
〉
で
は
、
老
舎
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
人
間
性
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
描
き
出
す
と

と
も
に
、
現
代
中
国
社
会

が
抱
え
る
複
雑
な
一
面
を

も
描
写
し
て
い
る
。

い
ま
中
国
で
最
も
人
気

の
相
声
芸
人
は
郭
徳
綱
だ

と
い
う
。
彼
は
か
つ
て
の

国
家
主
席
の
楊
尚
毘
も
ネ

タ
に
し
て
し
ま
う
。
あ
る

老
芸
人
が
楊
に
接
見
し

た
。
握
手
を
し
た
後
、
そ

の
老
芸
人
は
後
ろ
に
い
た

芸
人
に
「
彼
は
誰
だ
」
と

聞
い
た
。
楊
だ
と
答
え
る

と
老
芸
人
は
「
で
、
誰
の

弟
子
だ
？
」
と
尋
ね
た
。

〈
お
笑
い
〉
か
ら
見
え

て
く
る
中
国
の
素
顔
と
、

際
ど
い
小
話
も
楽
し
む
お

お
ら
か
な
中
国
人
の
魅
力

を
ぜ
ひ
本
書
で
知
っ
て
ほ

し
い
。
（
大
類
善
啓
）

上記『中国のお笑い』書評拙文は、（公社）日本友好協会の旬刊新聞『日本と中国』に掲載

したものである。この本のサプタイトルは「伝統話芸“相声”の魅力」、帯は「笑いに国境

などない！」である。

前号『星火方正』 15号に「垂水健一さんを偲ぶ」という原稿を書いた。文中には、垂水

さんの後を継いで『日本と中国』の編集長になった経緯などを書いた。ところがこの号が

出た後、諸般の事情で編集長を辞めることになった。私事であるがご報告しておきたい。

なお、『日本と中国』はこの 6月から月刊になるとのことである。 （大類善啓）
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書籍案内

＊ 『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ーハルビン市方正県物語一』

方正友好交流の会編著

日本人公墓建立までの経緯などを王鳳山と奥村正雄が、中国義父母公墓を自力で建立し

た遠藤勇さんの半生を大副敬二郎が、方正県住民の家に住み込み、全力で稲作指導に邁進

し「日中友好水稲王」といわれた藤原長作さんの一生と、敗戦後八路軍に入り帰国後、日

中友好運動や麻山事件の犠牲者の公墓建立で活躍された金丸千尋さんの半生を大類善啓が

執筆。また「方正友好交流の会」を成立以前から支えた人々の座談会を牧野史敬が司会進

行した記録などが収録されている。 （定価 1500円、残部僅少、事務局にあり）

＊ 『東京満蒙開拓団』

東京の満蒙開拓団を知る会•著

満蒙開拓団というと長野県や山形県などの農村からが多いということもあり、東京人

には関係ないように思われがちだ。ところが東京からも満蒙開拓団があった。本書は、

空白になっていた東京からの開拓団を追った本格的な研究書だ。日本全体で、満蒙開拓

団と満蒙開拓青少年義勇軍合わせて約 32万人が「満洲」へ渡ったが、そのうち、約 1

万1千人余りが東京から行ったという。 2007年から 5年をかけて調査研究を重ねての

成果がここにある。加藤聖文氏の「満蒙開拓団の歴史的背景」というわかりやすい解説

が巻末にある。

（定価： 1800円＋税別、著者：今井英男、多田鉄男、藤村妙子。

発行：ゆまに書房 101-0047 東京都千代田区内神田 2-7-6

電話： 03-5296-0491 FAX: 03-5296-0493) 

＊『戦場へ征く、戦場から還る一火野葦平、石川達三、榊山潤の描いた兵士』

か -令しま たけし

神子島健著

サブタイトルに登場する 3人の作家たちが、日中戦争、十五年戦争に動員された兵士たち

を描いた小説の分析を通して、兵隊になり、戦場に征くこと、そして還ってくることの意味

と、そこにいる兵士たちの心の揺らぎなどを考察した 500頁を超える大著だ。

戦争を知らない世代が圧倒的に増えている現在、現実の戦争はどのようなものだったのか、

本書を読めば痛切にわかるだろう。

著者は東京大学大学院国際社会科学専攻の助手、気鋭の社会学者だ。昨年、本会が東大駒

場で行った総会記念講演会ではいろいろ協力していただいた方でもある。

（定価： 5460円。発行：新曜社 101-0051 東京都千代田区神田神保町2-10

電話： 03-3264-4973 FAX: 03-3239-2958) 
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<報告> ありがとうございました

前号の会報 15号入稿後、 2012年 12月7日以降からカンパをお寄せいただいた方、また

新たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとう

ございました。（敬称略、受付けた順に記載しました。2013年4月30E3現在）

武吉次朗崎山ひろみ篠原淳子小玉正憲竹井成範北村栄青柳幸司土川克広

山内良子貞平浩森田恭子栗原貞子前田光繁田中丸邦彦鵜沢弘田沢仁高田

京子小畑正子高橋健男渡部保雄横沢活利竹中一雄永宮禰生伊原忠・泰子

澤田伶子小松征夫伊藤幸枝野田尚道松村静子丹藤佳紀小出公司小関光二

及川康年石田和久菅原三太郎加藤重幸小倉茂高橋かよ子山下美子中島紀子

山川梅子石原健一矢田博子 NPO法人やまなみ照山真木子末広一郎小林忠作

宮田一郎鳥島せい子杉田春恵玉置啓子坂田和子窪田かづよ 山岸隆夫大島満

吉吉岡稔小島正憲篠田欽次中澤道保高木涼子清水醇牛山満智子是洞三栄

子黒岩満喜矢吹晋網代正孝鈴木秀年城谷稔長谷川照夫毛利悦子香坂優

塩見雅正篠原国雄宮川龍二寺岡浩三山田敬三山下くに西沢昭裕白西紳一郎

金丸千尋遠藤勇名取敬和神子島健桜井博之木戸冨美江山川禎一 長塚淑江

堀江はつ馬場信詔・弘子岡崎雄兒芹沢昇雄新谷陽子丸野公平島辰夫藤村光

子田代清一齋藤寅高木昴山本光夫可児カ一郎宮下春男松島赫子南雲英雄

柳瀬恒範小松征夫今村隆一林郁先崎千尋南哲夫園木宏志岩間孝夫川口憲

中村ふじゑ山極晃宮原咸太郎 田井光枝大西広穂苅甲子男前川よしえ金子彰

木村美智子藤原榮子風間成孔今井英男趙エン石橋実矢島敬二伊藤光子

<編集後記>

いつも 5月発行の会報は、夏の訪中記がある 12月発行の号ほどの厚さはない。しかし要

は内容である。これからも、会報にふさわしいと思われる原稿をどしどしお寄せいただき

たい。さて、ここにきて自民党議員による靖国神社への集団参拝である。なぜ集団で参拝

するのか。「みんなで渡れば怖くない」と言った光景は、 一人では何もできない人間の卑小

さを表している。彼らは、日本の富国強兵政策と不可分に結びついた靖国神社建設の歴史

を知っているのだろうか。先の戦争に心の底から望んで死んでいった人たちがどれだけい

たのか想像したことがあるのか。英霊ではなく、いわば犬死のように死んでいった人たち

である。仮にヒトラーが祭られている所があったとしよう。そこにドイツの国会議員たち

が参拝したら、ナチに蹂躙されたユダヤ人やチェコ人、ポーランド人ら近隣の人々の気持

ちがどうなのか考えたことがあるのか、本当に情けなくなってくる。 （大類善啓）
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